
      柏市男女共同参画推進計画の進行状況について 
 
    平成１３年度分の進行状況を「基本課題Ⅰ 人権」について，平成１５年１月２０日から２３日にかけて，該当する担当課のヒアリングを実施 
   しました。 
    その結果は，別紙のとおりですが，各課とのヒアリングを行うことにより，日常業務を遂行するにあたって職員一人ひとりに男女共同参画につ 
   いて意識してもらうというねらいもあります。 
    なお，本年度は基本課題Ⅰについて行いましたが，１５年度以降，順次基本課題のヒアリング範囲を拡大し，１７年度で基本課題の全てのヒア 
   リングを行う予定です。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 



 （＊１） 目標に対するジェンダーに関する視点 
 
   １  女性への人権尊重が期待できる。 
   ２  自分に生き方を自分で決めることができる。 
   ３  性別役割分担意識の解消が期待される。 
   ４  企業・経営者の男女平等意識の向上が期待される。 
   ５  地域社会や団体等で女性がリーダーシップを発揮する事が期待される。 
   ６  男女がそれぞれ経済的，社会的に自立できる社会ができる。 
   ７  性別に関係なく，個人がその個性・能力に応じた学習機会を提供できる。 
   ８  仕事と育児両立支援のための環境を整えることにより，女性の労働分野への参画を促進する事ができる。 
   ９  その他  
  
   

  （＊２） 目標に対する達成度の区分 
  
   ａ  相当に進んだと思う。 
   ｂ  少しは進んだと思う。 
   ｃ  どちらとも判断できない。 
   ｄ  あまり進んでいない。 
   ｅ  全く進んでいない。 
   ｆ  この事業には該当しない 
 
 
 
 
 
 
 
 



柏市男女共同参画推進計画の進行状況（基本課題Ⅰのみ・平成１３年度実施分）      
 基本課題Ⅰ 人権（女性の人権及び性を尊重する）             
 目標１ 女性の人権を擁護するための環境づくり                                
  施   策    具 体 的 な 施 策       実 施 状 況 ジェンダーの視点 達成度 担当課 

①相談体制の充実 
 女性に対するあらゆる暴力を排除するた

め，暴力の被害を受けた女性が安心して相談

できる窓口の充実を図るとともに，関係機関

との連携を強化します。 
 ・相談窓口の充実 
   法律相談 人権相談 
   家庭児童相談 母子相談 
 ・関係機関の連携強化 
   警察 病院 女性センター 
   婦人相談所 保健所  
   民間グループ 
 ・ＤＶ加害者の相談に関する情報収集 
 
 
 
 
 
 
 

・相談窓口の充実 
  法律相談の実施 
   弁護士により毎週月曜・木曜，毎月第１・第 
   ３・第４水曜に実施。        
  人権身の上相談の実施 
   人権擁護委員により毎月第１・第３火曜に実 
   施。 
  庁内関係課と連携しながら相談を実施した。 
 
・関係機関の連携強化 
  警察，児童相談所，女性センター，保健所，柏 
   人権擁護委員協議会，かしわふくろうの家，柏 
   市関係課による情報交換会を開催 し，取組や問 
  題点の相互理解に努めた。 
・ＤＶ加害者の相談に関する情報収集 
  加害者本人からの情報収集は現状では困難で 
 あるが，被害者の相談ケースからの分析が可能で 
 あれば今後検討したい。 
 
 

 
 １，２ 
 
 
 １，２ 
 
 
 １，２  
 
 １，２ 
 
 
 
 
 １ 
 
 
  
  
 

 
 ｂ 
 
 
 ｂ 
 
 
 ａ 
 
 ｂ 
 
 
 
 
 ｅ 
 
 
 
  
 

 
広報広聴課 
 
 
広報広聴課 
 
 
児童育成課 
 
広報広聴課 
 
 
 
 
広報広聴課・男

女共同参画室 
 
 
 
 

（１）女性に対する 
あらゆる暴力の排

除 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

②人権尊重と女性への暴力防止に関する広

報，啓発 
 女性に対するあらゆる暴力を許さない社

会づくりのため，暴力の実態を把握するとと

もに，広報，意識啓発に努めます。 

 
・シンポジウム，情報紙等による啓発 
  柏市人権啓発活動地域ネットワーク協議会と 
  共催で「人権，ＤＶ・児童虐待防止フォーラム」 
  を実施した。 

 
１ 

 
 ｂ 

 
広報広聴課・ 
男女共同参画

室・児童育成課 



 ・シンポジウム，情報紙等による啓発 
 ・広報紙，ホームページの活用 
 ・暴力に関する意識実態調査 
 
 
 
 
 

・広報紙，ホームページの活用 
  「広報かしわ」５月１５日号に人権，１１月 
  １日号にＤＶ防止法，１２月１日号に人権相談 
  に関する記事を掲載した。また，１３年４月か 
  ら広報の内容をホームページに掲載している。 
・暴力に関する意識実態調査 
  調査内容等プライバシーの保護も念頭におき， 
 慎重に対応したい。 

 １，２ 
  
 
 
 
 １，２ 

 ｂ 
  
  
 
 
 ｅ 
 
 

広報広聴課 
 
 
 
 
男女共同参画室 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

③ＤＶ被害者の一時保護事業への取組 
 被害を受けた女性の一時保護施設の整備

についての検討や自立へ向けて民間団体の

協力のもとに支援を推進します。 
 ・一時保護施設の整備検討 
 ・保護施設との連携（民間シェルター等） 
  

・一時保護施設の整備検討 
  民間シェルターへの運営費の補助を検討した 
 い。 
 
・保護施設との連携（民間シェルター等） 
  県婦人相談所(現千葉県女性サポートセンタ 
  ー)と連携を取っている。 

 １，２ 
 
 
 １，２ 
 

 ｅ 
 
 
 ａ 
 

男女共同参画室 
 
 
児童育成課 

①公的機関が発行する広報・出版物等に対す

るガイドラインの作成 
 男女平等の視点から，公的出版物等に関す

るガイドラインの作成をすすめます。 
 ・ガイドラインの作成と活用 
 

・ガイドラインの作成と活用 
  ガイドラインは作成していないが，庁内におい 
 ては広報広聴主任会議という内部会議で，性別役 
 割分担意識を助長するようなポスター・チラシ等 
 の作成はしないよう呼びかけたことがあり，改善 
 の実例もある。 

 １  ｅ 男女共同参画室 （２）メディアにお

ける女性の人権尊

重 

②市民，企業団体等への情報提供と啓発 
 メディアにおける性の商品化や暴力的表

現等，女性の人権を侵害した表現に対し，人

権を擁護するよう啓発に努めます。 
 ・女性の人権に対する配慮についてメデ 
  ィアへ働きかけます。 
 

・女性の人権に対する配慮についてメディアへ働き

かけます。 
 表現の自由との兼ね合いもあり，一方的に規制す

ることは不可能と思われる。 
  メディア関連事業所とのつながりがないこと 
 から，現況では実現不可能と思われる。 

 
  
 １ 

 
 
 ｅ 
 
 ｆ 

 
 
男女共同参画

室 
 
商工課 



 ③メディア･リテラシーの育成 
 メディアから提供される情報を男女平等

の視点から判断する力をつけるためのメデ

ィア・リテラシーの向上のための学習機会を

提供します。 
 ・「メディア･リテラシー」向上のための学

習機会の充実 

・「メディア･リテラシー」向上のための学習機会の

充実 
  検討材料の一つとて，シンポジウム等の開催時 
 に分科会のテーマとして取り上げることも可能 
 であると思われる。 
  

 １  ｅ 男女共同参画室 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 



   目標２ 女性の生涯を通じた性と生殖に関する健康・権利（リプロダクティブ・ヘルス／ライツ）の理解促進 
  施    策   具 体 的 な 施 策       実 施 状 況 ジェンダーの視点 達成度  担 当 課 

①リプロダクティブ・ヘルス／ライツに関

する啓発 
 女性が自分の身体に関することは自分で

決めることができるよう「性と生殖に関す

る健康・権利（リプロダクティブ・ヘルス

／ライツ）」の趣旨についての周知や情報提

供に努めます。 
 ・広報紙等による情報提供 
 ・母親学級 保健栄養講座 骨粗しょう 
  症予防教室 
 
 
 

・広報紙等による情報提供 
  参画ｅｙｅで取り上げることを検討したい。 
・母親学級 保健栄養講座 骨粗しょう症予防教室 
  次の講座等を実施した。両親学級は夫婦で参加 
 しやすいよう土曜日の開催に心がけた。 

 講 座 等 名  参加者数 
母親学級   ５０９人 
両親学級 １，０３０ 
保健栄養講座（ﾏﾀﾆﾃｨｸｯｷﾝｸﾞ）   １７７ 
骨粗しょう症予防教室  
（その後，骨量測定） 

  ４２４ 
 （３５４）  

 １，２ 
 
  ７ 

 ｅ 
 
 ｂ 

男女共同参画室 
 
健康推進課 

（１）リプロダクテ

ィブ・ヘルス／ライ

ツの理解と普及 

②性に関する正しい知識，情報の提供，学

習機会の充実 
 性に対する理解と尊重は男女がパートナ

ーシップを保つうえで大変重要です。「性と

生殖に関する健康・権利」の理念について

学習機会の充実と情報提供に努めます。 
 ・学校における性教育の充実 
 ・市民との協力による性教育副読本の作 
  成 
 ・家庭における性教育の充実 
 

・学校における性教育の充実 
  学校において性教育指導の手引き「生と愛と性」 
 を使って授業を展開している。それと同時に手引 
 書の改訂作業に入り，柏市小中学校養護教諭会の 
 中の「生と愛と性」班による性教育の研究，児童・ 
 生徒の意識調査の実施と考察等を行い，柏市性教 
 育全体構想，指導内容の検討をした。 
  学校から依頼のある思春期保健「健康教育」の 
 うち，性教育をテーマにした件数は２件あった。 
・市民との協力による性教育副読本の作成 
 今後，検討していきます。 
・家庭における性教育の充実 
  各センターで開催される女性学講座等でのテー 
 マのひとつとして取り上げが可能であれば，依頼 
 してみたい。 

 １，２，３ 
  
 
 
 
 
 
 ２，７ 
 
 １，２，３ 
 
 １，２，３，７ 

  
 ｃ 
 
 
 
 
 
 ｂ 
 
 ｅ 
 
 ｅ 

 
学校保健課 
 
 
 
 
 
健康推進課 
 
男女共同参画室 
 
近隣センター 



（２）女性の健康保

持と増進 
①女性の健康支援 
 女性は，妊娠・出産や更年期など生涯を

通じて心身ともに大きな変化があります。 
それらの変化に対応した健康診査・保健相

談等により，健康づくりを支援します。 
 ・妊産婦の健康診査，相談及び指導 
 ・女性の健康管理に関する講座等の実施 
 ・女性のための各種健康診査等の充実  
 
 
 
 
 
 
 
 
②女性の健康をおびやかす問題について

の情報提供 
 有害物質による食品汚染などの問題が生

じています。生命，健康を守るための生活

環境づくりや人体への影響等について，男

女が理解を深めていくための情報提供に努

めます。 
 ・環境保全のための啓発事業の実施 
 ・有害物質発生抑制のための啓発事業の 
  充実 
 ・広報紙等による情報提供 

・妊産婦の健康診査，相談及び指導 
  母子健康手帳の別冊の受診券（２回分）により, 
 妊産婦の健康診査を促している。 
  訪問相談，電話相談，母子保健コーナーでの面 
 接，母と子のつどいなどを通じて妊産婦の相談， 
 指導を行っている。 
・女性の健康管理に関する講座等の実施 
  ヘルシーライフ食事学，健康いきいき講座，元 
 気バランス２１，こころの健康講座等を実施し， 
 健康管理に関する啓発を行っている。 
  なお，これらの講座の受講者は女性限定ではな 
 い。 
・女性のための各種健康診査の等の充実  
乳がん検診，子宮がん検診，３５歳から３９歳まで 
を対象にした女性の健康診査等を実施している。 
  
・環境保全のための啓発事業の実施 
  省エネなど地球温暖化防止の取組を促進するた 
 め環境家計簿の普及に取り組んだ。また，自然観 
 察会を実施し，身近な自然に触れ，保全の必要性 
 を訴えた。 
  特に手賀沼の浄化については，関連施設や船上 
 見学会を実施したほか，下水道未整備地域の家庭 
 に台所用ろ紙袋を配布し家庭でできる浄化対策の 
 啓発に努めた。  
・有害物質発生抑制のための啓発事業の充実 
  発ガン性，奇形性があるとされているダイオキ 
 シン類の発生抑制のため，１３年９月に条例を制 
 定し「広報かしわ」「チラシ」等により啓発を図っ 
 た。 

 ２，７，９ 
 
 
 
 
 
 ２，７，９ 
 
 
 
 
 
 ２，７，９ 
 
 
 
 ２，３，７ 
  
 
 
 
 
 
 
 
 ３，５，７ 
  
 
 
 

 ｂ 
 
 
 
 
 
 ｂ 
 
 
 
 
 
 ｂ 
 
 
 
  
ｂ 
 
 
 
 
 
 
 
 
 ｂ 
 
 
 

健康推進課 
 
 
 
 
 
健康推進課 
 
 
 
 
 
健康推進課 
 
 
 
 
環境保全課 
 
 
 
 
 
 
 
 
環境保全課 
 
 
 



・広報紙等による情報提供 
  母子健康手帳交付時にタバコ等の害についてリ 
 ーフレット等を配布している。ただし，不安をあ 
 おるようなことがないよう，科学的な根拠のある 
 ものについて周知するようにしている。 
  移動消費者講座（２８回・２，０１３人参加 ） 
 や啓発資料（くらしの広場，消費者教育だより， 
 くらしの豆知識，リーフレットなど）により，情 
 報提供をしている。 
 

 該当なし 
  
 
 
 
 
 ６，７ 

 
 
 ｃ 
 
 
 
 ａ 

 
 
健康推進課 
 
 
 
消費生活センタ

ー 
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